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本研究は，ツーリズムデザインについてその背景となる旅行者-住民モデルの枠組みを提案し，旅行者

のツーリズム参加による価値のについて，住民との関わりありの中で定義づけを行った．その上で，ツー

リズムデザインにおけるデザイン言語の概念を示し，実際のツーリズム実践の場におけるケーススタディ

を通じて，こうしたデザイン言語に基づいた実践活動推進の内容を説明し，考察を加えた． 
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１．はじめに 
 

費用便益分析でネットワーク整備の経済効果を算出す

る場合，道路整備による所要時間短縮とあわせて二次産

業が立地するといった経済的行動原理の仮説を含むこと

がある．しかしながら実際に道路ができても使う人がい

ない，何のために造ったのだという批判的文脈が巷には

溢れており，中長期的な経済振興を目指した道路整備を，

縮退していく国土の中でこれ以上進めていくことについ

て大きな疑義が示されつつあるといえよう．自動車文明

を前提に国土軸を高速ネットワークで結ぶ国土像がかな

り多くの維持管理コストを必要としており，人口減少・

高齢化を迎えるわが国でこれ以上の道路整備を，どのよ

うな原理原則で行っていくかは不透明である． 

もちろん現実に社会資本整備を生業としている多くの

地方では，道路整備なくしてやって地域が成り立ってい

かない場合も多い．しかしこうした道路整備不要論を完

全に棄却することは困難であろう． 

こうした観点に立つなら，道路をどう作るかはもちろ

ん大事だが，新しくできた道や既にある道路をどう生か

すかという視点に立った計画論が求められているのは間

違いない．たとえばフランスの高速道路建設にみられる

ような1%施策の試みなどは注目に値するであろう．1%施

策とは，高速道路そのものを建設するだけでなく，その

周辺地域の発展に資する事業に用いられるものである．

地方における道路整備事業を真に生かすための仕組みづ

くりの目的は，地域性を生かした生業と豊かな生活景の

再生に行き着くものであり，こうした観点から，地産池

消の考えに基づいた地域ツーリズムが注目されている．

愚弟的には，風景街道や道普請といった国内施策や，欧

州におけるモーツァルトの道のような施策が進められて

いる．従前のマスツーリズムとは異なり，地域自らがど

のようにツーリズムの仕組みを構築していくかが問われ

ており，こうした活動はコミュニティの再生の試みとし

ても捉えることもできるだろう．． 

ツーリズム研究においては，観光需要予測を精緻な数

理モデルを使って行うような研究アプローチが存在する．

こうした方法論はインフラ整備の費用便益分析を行う上

で必要かもしれないが，ツーリズムそのものを設計する

には十分とはいえないだろう．ツーリズムにおいて重要

となる観光資源をどのようにみつけ，磨くべきなのか，

あるいはどのように運営していけばいいのかが求められ

ている．地域性を生かしたツーリズムデザインを考えて

いく上で，こうした諸相をモデルの中に明示的に取り込

んでいくことは難しく，複眼的な観点にたち，既存の社

会資本整備と一体的にツーリズムデザインを考えていく

ことが重要となってくる． 

ツアーが旅行業者などが取り扱う商品化されたサービ

スであるのに対して，ツーリズムは，ツアーを作り出し

実践する仕組みや考え方そのものである．地域に対して

何らかの利益や貢献のあるツアーを作り出し実践してい

くことを意味しており，本研究では，こうした地域性を

生かしたツーリズムをどのようにデザインしていくべき

かについて，実践を通じたその手法論の評価を試みたい

と考えている． 

 

２．ツーリズムの概念整理 
 

旧くはローマ帝国の時代からエリートのための特権的

な遊びと文化のための旅行が行われてきた．15世紀には

巡礼が大衆化し，わが国においてもお伊勢参りや四国遍

路などが旅行案内の普及とともに一般化した．こうした



 

表-1 活動の経緯 
目的地の認知的魅力 基礎的モチベーション

訪問地内の活動・体験

自己拡大行動
知識増進行動
関係強化行動
娯楽追求行動
緊張解消行動

観光目的地の選択

地域居住者との
社会的関係

情報交換・相互作用
形成・継続・終結

訪問地での
空間認知

認知地図
コンセプト形成

体験に基づく
態度

認知的態度
情緒的態度
行動的態度

訪問地外での
情報認知と態度形成

（地域居住者と旅行者による）

デザイン言語ＤＢ
体験情報の構築

図-1 旅行者の意思決定プロセス 

日時 内容 

2006年10月 風景づくり講演会開催 

2007年 4月 夜桜音楽会の開催 

2008年 8月 牧野富太郎の道の調査実施 

2008年 3月 植物観察会の実施 

2008年 4月 夜桜音楽会の開催 

2008年 8月 牧野富太郎の道の調査実施 

2008年10月 風景資源調査の実施 

2008年11月 植物観察会の開催 

 牧野富太郎の道を歩くツアーの開催 

2009年 2月 牧野植物園との連携協議 

2009年 4月 牧野富太郎の道を歩くツアーの開催 

 夜桜音楽会の開催 
 

 
ツーリズムの流れは明治維新後も続き，車社会の到来と

と共に，車による個人旅行と大型バスを使ったマスツー

リズムが大いに流行する．過疎化の進行と公共事業によ

る地域活性化公共事業が一体となって，大規模リゾート

計画が実行に移されていった．計画の時間スケールが急

であったことに起因して，先に述べたような地域におけ

る大規模な公共事業依存型経済という弊害が顕在化して

いくことになった．作られた道路を使った新たな地域経

済の再生は遅れており，その端緒となるような地域性を

取り込んだ自立可能な体験型ツーリズム論の確立が求め

られているといえよう． 

のであるならば，こうした小さな物語を見出し，紡ぐた

めのデザイン言語の確立が重要であろう．なぜなら，ツ

アーという体験を設計し運営していく主体となるのは地

域住民であり，デザイン言語は，彼らが自ら地域資源を

発見し，これをデザインしていくための手がかりとなる

と考えるからだ．たとえば，「グランドキャニオンやイ

エローストンのような圧倒的自然」を目の前にしたとき，

「保護」が第一義となるだろう．この際重要になるのは，

対象化され「保護」された自然をどのように体験させる

かということであり，利用者の体験プロセスの詳細に目

を向けることが求められる．地域における個々の場面と

要素の関係を物語として再定義し，デザインすることで，

新たに起こる人の継起的・連続的な場面との対面は体験

として自身に迫り，そのことによってツーリストの意識

に変化を起こさせるだろう（図-1）． 

従来のツアーが，とりあえずツアーをつくり，販売，

観光客を集める仕組みであったのに対して，体験型のツ

ーリズムでは，その地域でしかできない体験を通じて，

地域振興と観光振興を持続可能な形で実現する仕組みで

ある．そのプロセスでは地域自身によるデザイン，実施，

モニタリング・評価のプロセスの確立が重要となる．造

りっぱなし，やりっぱなしからの脱却が何よりも求めら

れており，また同時にその地域に固有の地域性の読み込

み，物語化，体験のデザインコンセプトづくりをどのよ

うに進めていくかが重要になる．「その地域での体験」

がコンテンツとなるのであれば，自然環境や地域社会の

事情を熟知している地域自身がマネジメントの主体とな

らざるを得ない．そして，どうマネジメントすべきかに

ついては地域の物語をゾーニングし，情報を強化し，補

強と誘導を行うことで物語を強化していくことが求めら

れるのではないだろうか． 

観光における目的選択は，目的地の認知的魅力と基礎

的モチベーションによって定義される．目的地が選択さ

れた後，実際に空間を動き回ることで空間認知が行われ，

ツアーコンセプトが形成される．コンセプトに基づいて

活動が選択され，その活動が地域居住者との社会的関係

を経ることで，１）緊張解消，２）娯楽追求，３）関係

強化，４）知識増進，５）自己拡大といった活動・体験

の深さや満足度が大きく変化する．もちろんこうした体

験は個人の認知的，情緒的，行動的態度をも変化させ，

変化した態度が活動や体験そのものを大きく変化させる

ことになる．個人の欲求は単一のベクトルをもっていな

い．ツーリズムによって得られる体験そのものは，地域

居住者との社会的関係と交流を通じて行われることで，

より複合的な満足度をもたらす．こうしたプロセスにお

いては外部情報が重要な役割を果たす．外部情報は旅行

者と地域住民が意図的/非意図的に作り出すもので，こ

れによって訪問地の外で観光地に初期態度や認知が形

成・更新されることになる．同時に高度にデザインされ

た外部情報は，体系的であり，訪問地にいる間も段階的

 

３．ツーリズムにおける旅行者-住民モデル 
 

ツーリズムデザインにおいて，地域に固有の物語を見

出し，これを再整理したうえで，ツーリストと物語の間

に何らかの対話がもたらされることが必要である．ツー

リズムというのもが地域コミュニティと切り離せないも 



 

 

図-2 牧野富太郎の調査工程の紹介（ﾎ゚ ﾀーﾙｻｲﾄ） 

 

に旅行者に働きかけることで，訪問地内の活動や体験を

誘引し，強化する役割を持つ． 

このように，地域性をデザイン言語としてうまく定義

した上で，地域住民の中で共有化すること，共有化した

デザイン言語をもとにツーリストの体験に随伴している

充足ベクトルを踏まえてツーリズムを構築していくこと

が求められている． 

 

４．ツーリズムデザインのケーススタディ 
 

(1)大月町-三原村の概要と経緯 

大月町と三原村は高知県北部に属し，県庁所在地であ

る高知市からは車で３時間程度かかる地域であり，人口

は6437人（大月町），1808人（三原村）である．当該地

域で行われているツーリズム活動を表-1に示す． 

複数の専門家と地域住民，行政関係者が講演会におい

て出会ったことで（2006年10月）活動がスタートしてい

る．幡多郡は黒潮と瀬戸内海の影響を受け，気候が温暖

で植物種が多いことが知られているが，地域の風景資源

について掘り起こしを行った結果，牧野富太郎が発見し

たとされる足摺桜が大月町で発見され，希少種である足

摺桜をひとつの資源としたツーリズム活動がスタートし

た．当初イベントを行い，希少種である足摺桜を観ても

らうツアーが設計され実施に移される．その後，牧野富

太郎に関する人物史調査が行われ，研究日誌からは地域

におけるフィールドワークの足取，スケッチ，発見・採

集した植物の名前が明らかになった．こうした情報を下

敷きに，当時，牧野富太郎が歩いた道を含む山道の手入

れが行われ，現在は，牧野富太郎植屋外植物公園を目指

した活動が地元の人々を中心に行われている． 

こうした活動においては，ツアーガイドを育成するた

めの講座，携帯電話などを利用したツーリスト向けの地

域版植物図鑑の開発，牧野の研究日誌調査の実施（図-

2），小規模宿泊施設の広域連携などが行われている． 

 

(2)ツーリズム活動の特徴 

ツーリズムデザインを行っていく上で，デザイン言語

とでもいうべきものに，果たして何か定まったものがあ

るのかといわれれば難しい．しかし，本来体験型ツーリ

ズムのようなものは地域性と深く密着したものであるべ

きだし，そうした場合，よいツーリズムをデザインして

いく上でよりどころとなるようななんらかの「要素」や，

「要素」間のつながりを現す「文法」のようなものが必

要になるであろう．アレグザンダーのパターンランゲー

ジを引用するまでもなく，こうした「要素」と「文法」

には普遍性があると思われるが，一方で，地域性をより

記述し得るデザイン言語を見出し鍛え，これを使いなが

らツーリズムデザインを展開していくことが重要である．

なぜなら体験型ツーリズムが地域の内外で持続可能な形

で展開していくためには，図-1に示すような様々な主体

によって行われる活動中のコミュニケーションの中でど 



 

 

みる携帯植物図鑑 つくる携帯植物図鑑

 

図-3 牧野富太郎の研究日誌 

 

図-4 地域植物図鑑の仕組み のようなデザイン言語が用いられるかは重要だろうし， 

ツーリズム活動の根幹をなすといってもよいからだ．単

純に地域風土を顕す素材を選ぶだけでなく，その素材を

めぐる歴史や人物，空間的な配置がもたらす豊かな関係

性を普遍性と固有性に配慮しながら頑健で柔軟なデザイ

ン言語として定義する必要があることは明らかだ．経済

原理に基づいた普遍性の高い言語も重要かもしれないが，

地域風土を読み込むことで初めて得られたデザイン言語

で語られるツーリズムには持続性があると考える． 

 

次にツーリズムにおける知識増進機能と関係強化を目

的として，携帯電話とQRコードを利用した地域植物図鑑

を開発に取り掛かった．牧野植物園との協議により専門

家の協力を得て，地域の植物調査を実施し，地域住民の

生活体験から食し方や遊び方についても調査し，データ

ベースを作成した．さらにツアー参加者が写真を撮るこ

とで自ら植物図鑑をつくれる仕組みも容易した．絶滅危

惧種については，掲載を避けるなどに配慮したうえで，

道の駅と連携したツアーを実施している．こういったツ

ーリズム活動は大月町と三原村という二つの地域をまた

がる地域で行われている．大規模な宿泊施設を有する大

月町と，農家レストランなどの企画力のある三原村では

互いに補完作用があると認識されており，多くのイベン

トが宿泊回遊型で企画運用されている． 

ここでは，まず「足摺桜」と「牧野富太郎」という２

つの「要素」をツーリズムのためのデザイン言語として

拾い上げた．「足摺桜」はまさしく実態として見つかっ

た伝説の山桜であり，「牧野富太郎」は高知県出身の地

元では知らぬ人のない著名な植物学者である．この二つ

の「要素」は地元によく知られ，一般的な価値が高い．

地域を主体としたツーリズムデザインでは，「足摺桜」

の発見によって結びつけられた「牧野富太郎」をキーに，

「牧野が見出し命名した植物」と「牧野がかつて歩いた

道」をかつての記憶と共に自分たちの力で再生させると

いうプロセスを考えた． 

 

(3)評価と考察 

こうしたツーリズム活動によって実施されたツアー評

価については，ツアー参加時，周囲の人と話した内容の

51%は植物に関することであり，地域資源をキーにした

コミュニケーションが成立しているといえる．またイベ

ントで覚えた植物の平均数は約４種類と知識増進・関係

強化機能が充たされていることが伺える．一方で持続可

能な取り組みと考えたとき，雇用の側面からどのような

モデルが考えられるかを同時に考えていく必要があると

考えている． 

実施にあたっては，幡多郡が「牧野富太郎」が初めて

の本格的な植物調査旅行地として選んだ地域であること

からi，本人が発見・命名した植物種も多く，本人が命

名した植物種と，目にしたであろう植物を，研究日誌を

資料として整理した．さらに調査旅行における牧野の調

査経路を十分踏査し，牧野が歩いた道の殆どが，今では

森の中に埋もれてしまっていることを確認した．こうし

た道はかつては小学校の通学路として使われており，道

沿いには石積みの田圃跡や果樹園跡が見られることが明

らかとなった．地域に居住している高齢者の中には，か

つてこの道を使って小学校に通ったと答える人も多いこ

とから，再生可能な道について，地元有志に声がけを行

い，草刈を行うことでツーリズムにおける主要な遊歩道

として用意することした． 

 

                              
i 幡多群の湿潤温暖な気候は多様な植生を生み出し，黒潮と

瀬戸内海の影響を受ける多相的な気候から特に植物種が多いこ

とが影響したと思われる．国際学会における植物の学名の命名

権を持っていなかった日本ではあるが，海外の研究者との交流

によってその機会が生まれつつあり，新種の発見は何より学問

的な価値が高かったという学術的背景がある． 
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